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42．くりかえし衝突 
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， 00 >v より，相対速度の大きさ 011 vVv =-  

 これと小球Aの台車に対する移動距離，すなわち相対変位の大きさが Lであることから， 
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はじめの運動量が保存されるから， 220 MVmvmv +=  ・・・② 

①，②より， 02 vv = ， 02 =V  

(c) 

 質量が等しい 2 物体の弾性衝突では，衝突の度に互いの速度を交換しあうことの証明 
 1100 mVmvmVmv +=+  1100 VvVv +=+\  ・・・③ 

 1
00

11 -=
-
-
Vv
Vv

 1100 VvVv +-=-\  ・・・④ 

 ③，④より， 01 Vv = ， 01 vV =  
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 また， nn mVmvmv 20 +=  02 vVv nn =+\  ・・・⑥ 

 ⑤，⑥より，
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03
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--
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 よって，台車の速度は，衝突の度に， ,0,
3
2,0,

3
2

00 vv となる。 

 また，相対速度の大きさは⑤より， 0vVv nn =- であり， 

 衝突 1 回あたりの相対変位の大きさが Lだから，衝突 1 回にかかる時間は
0v
L

である。 
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とおいて t - xグラフを描くと L3 となるのは， T
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 ・・・（答） 

 

 



木村の物理Ⅰ・Ⅱ重要問題集別冊解答編補充         http://toitemita.sakura.ne.jp 

2 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

T  

x  

L  

L3  

L2  

2 4 6 8 1 3 5 7 9 O 


